
　　　保険者機能強化推進交付金及び介護保険保険者努力支援交付金について

１　交付金の概要

名称

目的

国による交
付額の決定

本町での
活用

２　本町における評価指標の達成状況（前年度評価分が、翌年度の交付額に反映）

３　評価指標の一例と得点（令和7年度分）

保険者機能強化推進交付金 得点176/196点＋成果得点42/200点＝218/400点

目標Ⅰ　持続可能な地域のあるべき姿をかたちにする　（64/64点）＋（成果配点　/32点）

指標例： ・（介護保険事業計画の）計画値と実績値の乖離状況について、モニタリングを行っている

・地域の介護保険事業の特徴を公表している

目標Ⅱ　公正・公平な給付を行う体制を構築する　（68/68点）＋（成果配点　/32点）

指標例： ・介護給付費の適正化方策に基づく取組の効果を検証するための評価指標を定めている

目標Ⅲ　介護人材の確保その他のサービス提供基盤の整備を推進する　（44/64点）＋（成果配点　/36点）

指標例： ・地域におけるサービス提供体制の確保や、自立支援・重度化防止等の推進に当たって、

　庁内・庁外における関係者との連携体制が確保されている

目標Ⅳ　高齢者がその状況に応じて可能な限り自立した日常生活を営む　（成果配点　/100点）

介護保険保険者努力支援交付金 得点141/184点＋成果得点81/216点= 222/400点

目標Ⅰ　介護予防/日常生活支援を推進する　（44/52点）＋（成果配点　/48点）

指標例： ・通いの場における健康チェックや栄養指導・口腔ケア等を実施している

・医療機関等が通いの場等への参加を促す仕組みの構築

目標Ⅱ　認知症総合支援を推進する　（39/64点）＋（成果配点　/36点）

指標例： ・認知症の人の声を聞く機会（本人ミーディングなど）を設けている

目標Ⅲ　在宅医療・介護連携推進の体制を構築する　（58/68点）＋（成果配点　/32点）

指標例： ・在宅医療と介護の連携の強化・推進に向け、医療・介護関係者のニーズを把握している

目標Ⅳ　高齢者がその状況に応じて可能な限り自立した日常生活を営む　（成果配点　/100点）

29位（45市町村中）

保険者機能強化推進
交付金

介護保険保険者努力
支援交付金

2,676 5,129 2,416 4,802

県内順位（評価得点）

交付決定（内示）額
（千円）

保険者機能強化推進
交付金

介護保険保険者努力
支援交付金

13位（45市町村中）

保険者機能強化推進交付金

市町村の高齢者の自立支援、重度化防止等
に関する取組を推進する。

市町村の予防・健康づくりに資する取組に
重点化して支援する。

介護保険保険者努力支援交付金

市町村の様々な取組の達成状況を評価できるよう、国が設定する評価指標の達成状況
（評価指標の総合得点）に応じて、市町村への交付額が決定される。

例年、既存の地域支援事業の第1号保険料相当部分に充当しており、令和6年度につい
ても、介護予防・生活支援サービス事業、介護予防ケアマネジメント事業及び一般介護予
防事業に充当した。

令和6年度 令和7年度年度

交付金名


